
むさしまち
まいとし７がつの
だい４にちようび



よしひろがくって
どんなおまつり？

むさしまちの よしひろでおこなわ
れている がくうちだよ。
たいこをならしながら おどること

をがくうちというよ。
がくとという おどるひとたちが

かねやふえのおとに あわせておどる
よ。

どんないみが あるの？

こめや やさいをたべる むしを
おいはらって、たべものが
たくさん とれるようにという
ねがいが こめられているよ。

▲がくとが たいこをならしながら
おどっているところ



よしひろがくのとくちょうは？

むかし ぶしがきていた かぶとやよろ
い、のうみんがつけていた こしみのを
どちらも つけているよ。
むかしのよしひろぐん(へいしたち)の
かっこうを まねしていると いわれてい
るよ。

かぶとをかぶって こしみのをつけているね。▶
せなかには はたもさしているよ。

どこが すごいの？
がくうちは ふくおかけんや やまぐち

けんにもあるけど、よしひろがくはねん
ぶつおどり(ねんぶつを となえながら
おどること)に にたぶぶんが あるのが
めずらしいんだよ。
だから たいせつに まもっていく

おまつりに えらばれているよ。



▲ふえをふいているところ
こどもが ふえをふくこともあるよ。
みんなもふえや おどりに きょうみがあったら やってみよう。



くにさきまち
きゅうれき１がつ５に
ち、または７にちに
ちかいきゅうじつ



しゅじょうおにえって
どんなおまつり？

おてらで おこなわれる
ひまつりだよ。
しゅじょうえという ぎしきと、

くにさきはんとうで おこなわれ
てきた おにえという ぎしきが
あわさって できたといわれて
いるよ。
おぼうさんが おにのおめんを
つけて、ひのついた たいまつを
もっておどったり あばれたり
する はげしいおまつりだよ。

むかしは くにさきはんとうの
なかの たくさんのおてらで
おこなっていたよ。
いまの くにさきしでは
いわとじとじょうぶつじの
ふたつの おてらで まいとし
こうたいで おこなっているよ。

▲じょうぶつじの しゅじょうおにえ

どこでやっているの？



しゅじょうおにえの
とくちょうは？

おにが さとへおりて、さとのひとびと
へ けんこうや たべものに めぐまれる
よう いのってくれるんだよ。
さとのひとびとは おにに かんしゃ
して おもてなしを するよ。
おてらと さとが いっしょに おこなう
おまつりなのが めずらしい ところだよ。

おにが ちゅうしんになる ぎょうじは
にほんに たくさんあるけど、おにが
ひとびとに こうふくを はこんでくれる
のは とてもめずらしいよ。
だから たいせつに まもっていく

おまつりに えらばれているよ。
▲おにが おもてなし されているよ。

どこが すごいの？



じょうぶつじ

じょうぶつじといわとじの しゅじょうおにえ
どんな ちがいが あるかな

いわとじ



くにみまち
まいとし
１０がつ１４にち



▲ケベスとトウバの おしあい

ケベスまつりって
どんなおまつり？

なぞに つつまれた ひまつりだよ。
どうして はじまったのか、どこから
どんなふうに つたわってきた
おまつりなのか、なにも わからないん
だよ。
ケベスめんをかぶった ケベスが
もえるシダに はいろうとするのを
トウバ(ひをまもるひと)がふせぐよ。
このおしあいを なんども くりかえ

して、ついにケベスが おしあいに
かつと、トウバたちが もえるシダを
ふりまわして、おきゃくさんに
ひのこをかける とても はげしい
おまつりだよ。
ひのこがかかると いちねんかん

けんこうで いられるそうだよ。

▶
ケ
ベ
ス



どこが すごいの？

なぞだらけの おまつりなのに、いまも きびしい しきたり(きまり)を
まもって つづけられているのが すごいところだよ。
きさい(かわったおまつり)といわれているよ。
だから たいせつに まもっていく おまつりに えらばれているよ。

かいすいで からだを
きよめたり、にくを
たべては いけなかったり、
いろんな しきたりが
あるよ。

▲おなわもち ▲おくつがたもち
かみさまが おみやげを むすぶ なわと、かみさまが はく くつを それぞれ
かたどっているよ。
もちを つくるあいだは、カミシバ(サカキのは)を くわえて ひとことも
しゃべっては いけないんだよ。



▲ひのこを まきちらす ケベス

ケベスって いったいなんだろう

みためは こわいケベス
だけど、ひとびとを
けんこうに してくれるよ。
ひをけるこ、けびすが

へんかしたとも、エビスと
いう かみさまが なまった
とも、いろいろな ゆらい
が かんがえられているよ。
みんなは ケベスって
なんだと おもうかな。



くにみまち
まいとし
１０がつ１５にち



やぶさめってなに？

▲うまにのって、やを いるところ

やぶさめは にほんで むかしから
おこなわれてきたしんじ(かみさまに
いのりを ささげるための ぎしき)だ
よ。はしるうまにのって、まとに
むかって やをいる ぎしきだよ。
いみべつぐうしゃでは たべものが

たくさんとれることや、いえやかぞ
くに ふこうがないことを かみさま
に おねがいするよ。



べつぐうしゃの やぶさめの とくちょうは？
べつぐうしゃでは まいとし いみべつぐうしゃ
しゅうきたいさい(あきの おおきなおまつり)をするよ。
やぶさめは そのおまつりのひに かみさまにほうのう
(よろこんでもらうために みせること)するものだよ。
むかしはおおいたけんでも やぶさめが いろんなとこ
ろで おこなわれていたけど、とても すくなくなったよ。
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